
古文書で脳トレの答え 

♪ウォーミングアップ編♪ 

〈その壱〉蛤(はまぐり) 〈その弐〉鯣(するめ)  
♪江戸時代の奇術にチャレンジ編♪ 

「小刀にて天の水(みず)をとる事」と書いてありま

す。こんな手品が江戸時代にあったとは驚きですね。

(ちなみに種明かしのページもあります)。 
♪明治時代の小学読本にチャレンジ編♪ 

「よき小児は学問をこのみ、修業のときいたるころ

は、路にあそびたはむるゝことなし、かくのごとき

小児は、成長ののち、すぐれたる人となるべし」と

書いてあります。変体がなが多く使われていますね。 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■10 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

          1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31             

  は休館日です 

 

 

日時：平成 22 年 10 月 9 日（土）、16 日（土）、23 日（土）  

13:30～15:30 （3 回シリーズ・参加無料） 

講師：文書館職員                                

会場：文書館研修室  定員 40 名  
 ※電話、FAX、メールにてお申し込みください。 

 
文書館  電話 （0776）33-8890 

E-mail bunshokan@pref.fukui.lg.jp 
 
★越前松平家の公式記録である「家譜」を 

中心に、古文書の読み方を学びます。 

入門編から少しステップアップした内容となります。 
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■ご利用案内■ 
開館時間 午前９時から午後５時まで 
(閲覧の申込みは午後４時 30 分まで)  

■フレンドリーバスをご利用下さい■ 

 
文 書 館 ふ く い  平成 22 年 10 月発行 

ＮＯ.６   福井県文書館  
〒918-8113 福井市下馬町 51-11   電話 0776-33-8890   URL http://www.archives.pref.fukui.jp/ 

 
 

 

 

○文書館の研修室（定員 40 名）を会議や打ち合わ

せなどに利用できます。 

○使用する半年前の月の初日から予約を受け付け

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

詳細などお気軽に文書館にお問い合わせください。 
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できたか

な？ 

今月の展示は「庶民の教養－読・書・算から広がる世界－」です。それにちなみ、今回は当館所蔵の古文

書を使った問題をご紹介します。ぜひチャレンジしてみてください。（答えは下にあります） 

山内秋郎家(X0142-00967) 坪田仁兵衛家(寄託)(C0005-00418) 勝見宗左衛門家(B0037-00709) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代の庄屋文書には、辞書や農書、文例集などにくわえ、川柳や謡曲、読本、滑稽本など、娯

楽の要素を含んだ書籍が数多く残されています。このことは、仕事を進めるのに必要な読・書・算や

農業の知識だけでなく、農村においても娯楽をたしなむ下地ができていたことを示すものです。 
今月は、生活に必要な知識を得るための辞書、農書、手習いの反古紙を再利用した書籍などを展示

するとともに、庄屋に伝わる川柳や浄瑠璃、絵草子などを紹介します。 
あわせて、現代でも楽しめるような川柳などを翻刻し、くずし字や謎解きを楽しんでいただきます。 

★今月の展示★ 
 


